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 ウェルビーグループ 2014 年中間経営報告 
 拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 日頃は大変お世話になり、心より御礼申し上げます。  さて、2014 年のウェルビーグループ経営・サービス目標を皆さまにご報告してから、早くも 5 ヶ月が経過いたしました。本年度の目標達成のため社員一同、全力で取り組んでおりますので、進捗状況をご報告いたします。 敬具 

 記 

 １．2014年 5月末における実績 

 2013年末 2014年 5月末 会員企業数（※1） 9,240社 9,550社 会員数 47,500人 49,100人 全地区合計サービス拠点数（※2） 48都市 52都市 提携病院のみでの展開国数 5カ国 5カ国 ※1 ASEAN・インド合計は 1,450社で、全体の約 15%を占めるに至っています。 ※2  4都市増加し、ASEAN・インドのサポート体制充実を更に急ぐ予定です。       提携病院の慎重な見極め、優良な医師とのコンタクト拡大、事故を支える保険商品の提供や損害査定機能からの支援など、インフラをしっかり作り、中国・ベトナムなどの経験も踏まえ、慎重かつ迅速に行っていきます。 

 ２．医療サービス部総合サービス課の設置と稼動    2014年ウェルビー改革の目玉の新設部門であり、現在の 50名から 60名体制へ一気に拡大して、脳・心臓・交通事故の 3 大駐在員死亡原因に対し、時間との戦いに少しでも勝てる体制を築いていきます。   主な実務は以下の通りです。緊急電話による受身のサービスではなく、予防時点から絡む攻めのサービスへの転換を図ります。 

 



①重大ケース発生時における各地での緊急アシスタンスと、皆さまに知っていていた だくべきシミュレーションを実際の事故例から身につけていただくための勉強会を実施します。 ②健康診断の現地化を図り、重大ケースのWARNINGが出ている駐在員に健診結果勉強会を実施して、本社人事・産業医のご協力を得ながら、地元にいる優良な医師を主治医として持っていただく件数を徹底して増やしていきます。 ③PM2.5 情報、ASEAN・インドを中心とした感染症情報、ワクチンなどの入手情報、呼吸器検査の健診メニュー等、各地区リスクに応じたアドバイス、現地での予防体制充実の提案を行っていきます。   ④中国では幹部・ワーカー向け勉強会も行い、肝炎・肺結核などの感染症、HIV・淋病・梅毒などの性行為感染症の知識等を正しく持っていただくためのお手伝いを充実させていきます。 

 ３．多発する重大な交通事故にワンストップで対応するサービス体制の充実                                     

               

  

   ウェルビーオリジナル搭乗者保険「安全万里」（中国）に続き、同様の補償内容とアフターサービス付の「Safety Line」（ベトナム）を 4月に発売し、交通事故にワンストップで対応する体制を今後更に磨いていきます。   各地区会員企業の皆さまにおかれましては、中国・ASEAN・インドの交通事故リスクを踏まえて対策を立てる時期に入った事をご認識の上、弊社担当社員とご検討いただきますようお願いします。 以上 

 

 巨大な市場へ変貌した中国、TPP 協定を基盤としてひとつの大きな経済圏へと発展し始める ASEAN、新首相を迎え中国に伍して巨大な市場と製造拠点に向かい加速するインド、皆さまが経済のスピードに併せ展開する事業の後方支援サービスを更に充実させていくことが弊社の目標です。 

2014 年末時点で、目標を上回る充実したサービスをご提供させていただくことが出来ているように、一層の努力をすることをお約束させていただき、中間経営報告とさせていただきます。 

交通事故 

相手との交渉 ケガ人の アシスタンス 

各種保険を駆使した補償額の確保 


